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第３学年国語科

（１）単元名 へんとつくり

（２）指導案
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（３）授業について

３年生国語科「へんとつくり」では，へんとつくりで構成さ

れている漢字の中で，お気に入りの漢字をプログラミングを

使って紹介する。子どもに示される本時のねらいが「・・・

をプログラミングしよう」ではなく，「プログラミングをつかって

・・・しよう」となっている。子どもたちは，１時間の授業のう

ち，１５分間でどのようなプログラムを作るのかイメージし，

必要な部品を考え，プログラミングしていた。

左は，「へん」と「つくり」が合わさると，自分にとって「やっ

と覚えられてうれしく思っている漢字」ができあがるプログラ

ムである。間違いやすい部分を別の色で表すなど，子ども

の漢字に対する思いが見て取れた。

授業のまとめでは，プログラムの相互評価ではなく，漢字

が生まれるおもしろさや，へんやつくりへの関心の高まるよ

うにした。虫偏のつく漢字についてプログラミングした友達

の発表を聞き「『虫へん』のつく漢字の虫の様子がよく分か

った。私も，もっと漢字辞典で調べていきたい」という発言が

あった。板書を見ても，本時が国語科の授業として展開さ

れていることが分かる。プログラミングする際や，交流の際，

三角の看板（集めた漢字のタイトル，見つけた漢字，成り立

ちについて説明からなる）も効果的であった。

（４）授業研究会について

自分の気持ちにぴったりの漢字をプログラミングさせるこ

とで，子どもたちは意欲的に取り組んでいた。漢字の間違

いやすいところを意識してプログラミングするよう助言した

り，偏と旁の構成について声がけがあり，漢字の学習の時

間として，その資質・能力の定着が図れていた。プログラミ

ングをツールとして用いていたのがよかった，自己肯定感

を高める助言もよかったという意見が出された。

助言者からは，子どもたちがプログラミングの段取りが考えられるようになっている。多様性のある

プログラムミングを行いながら，教科のねらいとする力の育成が図っていくことが大事になる。本時は

まさにそのことを具現化した授業であるという助言をいただいた。

（５）成果と課題

国語科単元「へんとつくり」 の授業にプログラミング活動を位置付けることにより，子どもたちの漢

字への興味関心が高まったといえる。みんなに紹介するために自分のお気に入りの漢字について詳

しく調べたり，プログラミングをして効果的に表現しようと工夫したりする姿が見られた。また，友達と紹

介し合ったことで，もっと調べたいという意欲が高まり，進んで漢字学習に取り組む子どもが増えた。

今回は偏と旁の構成の漢字を扱ったが，漢字の構成に興味をもち他の部首も調べる子どももいて，こ

れからの学習につながると感じた。ビスケットの操作が手軽にできるので，他の教科でもプログラミン

グ学習を位置付けることにより，楽しく学習に取り組めることだろう。


